
平成23年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

課室名 農林整備課

247

評価

　○森林ふれあい体験事業・・・平成21年度子ども議会で提案・採択された事業（現在2年目、Ｈ27年度終了）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬飼小学校　リバーパーク犬飼にて山桜60本、紅葉60本の植樹を行った（6年生／22名）

　○森林整備促進事業・・・森林の境界確認及び所有者確認、  手入れの必要な森林については所有者へ通知を行い適正管理を促した。

　○森林整備地域活動支援交付金事業・・・施業地域の明確化と作業道の整備及び被害状況の調査を行い適正管理を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施業集約化の促進（249.61ｈa）、作業路網の改良活動（2,533.12ｈa）

　○造林事業・・・森林の健全化を図るための適正間伐の実施（切り捨て間伐／20ｈa、搬出間伐／96.58ｈa）

　○森林等整備事業関係団体補助事業・・・大分中部流域林業活性化センター、林業研究グループ、大野川漁業協同組合
　
　○竹林再生事業・・・放置竹林の森林及び農地への侵入を防ぎ、筍生産や優良竹材の供給を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　施業地：犬飼町西寒田1597番地ほか　1.1ｈa　　竹材の生産

森林の保全及び価値の向上を図るための基盤整備事業を行う

頁

対
象

予算

目
的

林業振興費

目　　　名目

6

事　業　名

2281委託料

その他
事業内容（主な経費等）

財源内訳

一般国・県支出金

農林整備課

事務事業名称

森林等整備事業

課室名

3

項

臨／経

事
業
概
要

造林事業

17,053

597
負担金補助
及び交付金

竹林整備（1.10ha）

2

22,728

598

款

予算現額
（千円）

162

決算書

4

決算額
（千円） 市債

森林所有者等

110,247

団体負担金及び補
助金

経常
間伐促進、路網整
備

1,561
負担金補助
及び交付金

森林整備促進事業

経常
森林等整備事業関係団体
補助事業

3経常

2

5,674

臨時

経常

597臨時 竹林再生事業

森林ふれあい体験事業 247

1,543

122

1,543

10,315
現状把握・所有者調
査・通知／森林組合

植林、苗木代

森林整備地域活動支援交
付金事業

施業集約化促進、
被害状況調査

負担金補助
及び交付金

11,267

負担金補助
及び交付金

22,727

10,247

2委託料 11,811 10,437

臨時

大分県内水面フォーラム
事業

緑のふるさと協力隊受入
事業

臨時

27,965 0 0 17,83348,246 45,798計

廃止



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２１～Ｈ２３（決算額）、Ｈ２４（予算現額） ６．H25年度予算の方向性

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）
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